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令和 7 年１１月１０日（月）～令和 7 年１１月１４日（金）の１週間、第２回目のメディアコントロー

ル推進週間を実施しました。子供たちがめあてを決め、それを達成できるよう第１回目以上のたくさんの

ご家庭にご協力いただくことができました。ありがとうございます。結果の報告とともに、とても素敵な

感想をいただきましたので、紹介します。また、瑞浪小学校ホームページにも掲載しておりますので、ぜ

ひご覧ください。 

HPアドレス https://zuisho.city.mizunami.gifu.jp 

☆参加した人数     

１年生７５名  ２年生８６名  ３年生９０名  低学年合計２５１名 

４年生６４名  ５年生１００名 ６年生６７名  高学年合計２３１名 

☆メディアコントロール週間で取り組んだことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

図書委員会主催の図書館まつりも開催され、前回に引き続き、読書に取り組んだ児童が大変多かった

です。高学年は、「メディア使用時間の調整」が多数となり、前回の振り返りを生かしてメディア時間を

減らして違うことに使おうと意識して取り組んでいたことがわかる結果となりました。 

☆今回のメディアコントロール週間で取り組みは、よくできましたか？ 

 

 

 

「メディアコントロール推進
すいしん

週間
しゅうかん

」の振り返り 
【瑞浪小育友会スローガン】『楽しんで 親も成長 育友会』 



前回同様ほとんどの児童が肯定的回答だったので、目標達成に向けて計画的に取り組めた

ことがよく分かります。 

☆この１週間で、メディアを使った時間は、どのくらいですか？ 

 

 

 

 

 

☆メディア使用時間は、いつもの使用時間と比べてどうでしたか？ 

 

 

 

 

 

 

６割以上の児童が、取組期間は、メディアを使用する時間が減ったと回答していました。 

【こんな感想をいただきました。】 

・家族の会話や親子での時間が増えました。 

・親子でメディアコントロールをしようと考える良い機会になった。 

・メディアを使用する時間が減った。 

・自分で好きなことを計画したり読書をしたりと子供の成長を実感できました。 

・食事中は、テレビを消して会話を楽しむことができました。 

・意識すればできるんだと思った。 

・自主学習に時間を当てることで、テストに自信が持てました。 

・テレビをつけている時間より、宿題が早く終わった。 

・テストで良い点につながりました。 

【メディア主流の今だからこそ、こんな意見も】 

・ゲームがやりたくて仕方がなかった 

・あまり、ゲーム時間としては変わらなかった。 

・つい、大人もやってしまうので・・・。 

・やっぱり難しさを感じた。      様々なご意見、ご感想ありがとうございました。 

 今年度は、2 度メディアコントロール推進週間の取組を実施しました。今や、メディアは日常ツー

ルとなっています。学校と家庭での活用の仕方には、違いがあると思います。特に情報モラルについ

ては、一人一人の常識や良心に委ねられる部分でもあり、挨拶や生活習慣と同様に、家庭教育の一つ

としてより大切にしていかねばならないことだと思っています。今後も家庭教育について一緒に考え

ていきましょう。                         瑞浪小育友会家庭教育委員

一同 


